
東
洋
学
の
領
域
で
は
、
英
語
で
い
う
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
・
ブ
ッ
ク
の
こ
と
を
、「
工
具
書
」
と
呼
ぶ

慣
し
が
あ
り
、
大
学
の
歴
史
学
の
授
業
で
、
工
具

り
、
大
学
の
歴
史
学
の
授
業
で
、
工
具

大
学
の
歴
史
学
の
授
業
で
、
工
具

書
の
意
義
を
、
料
理
に
喩
え
て
説
明
す
る
こ
と
が

あ
る
。
材
料
（
食
材
）
に
あ
た
る
の
が
史
資
料
で
、

調
理
道
具
が
な
け
れ
ば
ま
た
そ
の
使
い
方
が
わ
か

ら
な
け
れ
ば
、
料
理
は
作
れ
な
い
の
と
同
様
に
、

史
資
料
や
論
文
を
読
み
理
解
す
る
に
は
、
工
具
書

（
辞
典
や
事
典
、
地
図
、
文
献
目
録
な
ど
）
が
必

要
と
な
る
。
文
献
目
録
は
工
具
書
の
ひ
と
つ
で
あ

る
と
と
も
に
、
工
具
書
を
含
む
文
献
検
索
の
ツ
ー

文
献
検
索
の
ツ
ー

検
索
の
ツ
ー

ル
で
あ
る
。

一
九
九
一
〜
九
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
に

お
け
る
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
文
献
目
録
』
お

よ
び
『
索
引
』（
東
洋
文
庫
附
置
ユ
ネ
ス
コ
東
ア

ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
編
集
・
発
行
）
は
、
刊

行
当
時
か
ら
学
生
の
教
育
・
指
導
に
役
立
つ
と
い

う
声
を
よ
く
聞
い
た
。

さ
ら
に
こ
の
文
献
目
録
は
、
文
部
省
学
術
情
報

文
部
省
学
術
情
報

学
術
情
報

セ
ン
タ
ー
（
現
国
立
情
報
学
研
究
所
）
と
連
携
し

て
科
学
研
究
費
補
助
金
を
申
請
し
、
一
九
八
九
年

以
降
の
文
献
に
つ
い
て
も
追
補
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
と
し
て
一
九
九
六
年
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
ユ
ネ
ス
コ
・
セ
ン
タ

ー
と
略
記
）
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お
よ
びN

A
C

SIS-

IR

（
現N

II-D
B

R

＝
学
術
研
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・

リ
ポ
ジ
ト
リ
）
で
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

利
用
者
は
、
著
者
名
、
文
献
標
題
な
ど
か
ら
任
意

に
検
索
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
学
部
学
生
自
身

が
、
卒
業
論
文
は
も
と
よ
り
、
課
題
レ
ポ
ー
ト
の

下
調
べ
な
ど
で
も
簡
便
に
日
本
語
文
献
が
検
索
で

き
る
。

筆
者
は
、
こ
の
文
献
目
録
の
編
纂
に
携
わ
り
、

そ
の
後
も
文
献
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
補
遺
編
集

に
関
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、
今
後
の
文

献
目
録
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
た
い
。

●
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
文
献
目
録

本
目
録
は
、
一
九
八
八
〜
八
九
年
に
ユ
ネ
ス
コ

・
セ
ン
タ
ー
で
編
集
・
刊
行
し
た
『
日
本
に
お
け

る
中
央
ア
ジ
ア
関
係
研
究
文
献
目
録
』
の
姉
妹
版

に
あ
た
り
、
佐
藤
次
高
氏
（
当
時
同
セ
ン
タ
ー
副

所
長
、
現
早
稲
田
大
学
教
授
、
東
洋
文
庫
研
究
部

、
現
早
稲
田
大
学
教
授
、
東
洋
文
庫
研
究
部

長
）
の
発
案
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
。
ユ
ネ
ス
コ

・
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本
に
お
け
る
東
洋
学
研
究
の

情
報
を
国
際
的
に
発
信
す
る
こ
と
を
任
務
と
し
て

お
り
、
明
治
か
ら
昭
和
ま
で
（
一
八
六
八
〜
一
九

八
八
年
）
の
日
本
に
お
け
る
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム

研
究
の
文
献
目
録
を
ま
と
め
、
そ
れ
に
外
国
語
の

目
録
を
ま
と
め
、
そ
れ
に
外
国
語
の

を
ま
と
め
、
そ
れ
に
外
国
語
の

表
題
を
併
記
し
た
う
え
で
目
録
と
し
て
刊
行
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
た
。
編
集
作
業
は
、
主
に
中
東
・

イ
ス
ラ
ー
ム
を
専
攻
す
る
大
学
院
お
よ
び
学
部
の

学
生
約
四
○
名
で
、
私
は
一
九
九
○
年
か
ら
作
業

責
任
者
と
し
て
編
集
に
あ
た
り
、
開
始
か
ら
計
四

開
始
か
ら
計
四
計
四

年
で
刊
行
に
漕
ぎ
着
け
た
。

こ
の
目
録
の
特
徴
は
つ
ぎ
の
点
に
あ
る
。
既
存

の
文
献
目
録
等
か
ら
収
集
し
て
一
万
二
○
○
○
件

の
基
礎
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
、
そ
れ
を
す
べ

て
現
物
に
あ
た
っ
て
文
献
デ
ー
タ
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
新
た
な
文
献
の
調
査
収
集
を
行
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
基
礎
デ
ー
タ
に
掲
載

誌
と
し
て
登
録
さ
れ
た
雑
誌
等
逐
次
刊
行
物
九
○

○
誌
は
、
現
存
す
る
全
部
の
号
に
つ
い
て
中
東
・

イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
わ
る
文
献
の
有
無
を
確
か
め
た
。

叢
書
や
論
集
な
ど
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に
現
物

に
あ
た
る
こ
と
で
新
た
な
文
献
を
渉
猟
し
た
。

こ
の
よ
う
な
作
業
方
法
を
と
る
こ
と
で
、
目
録

の
収
録
文
献
数
は
、
当
初
の
予
定
を
大
幅
に
こ
え

文
献
数
は
、
当
初
の
予
定
を
大
幅
に
こ
え

数
は
、
当
初
の
予
定
を
大
幅
に
こ
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
収
録
の
範

囲
は
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
以
降
の
中
東
地
域
」

を
対
象
と
す
る
も
の
と
し
、
一
時
的
な
時
事
情
報

は
対
象
外
と
し
「
研
究
」
文
献
に
絞
っ
た
。
他
方

『
日
本
に
お
け
る
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
文
献
目
録
』
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
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で
、「
日
本
と
中
東
」
の
部
門
を
設
け
、
日
本
と

中
東
と
の
交
渉
史
、
中
東
に
関
わ
る
エ
ッ
セ
イ
や

旅
行
記
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
海
外
事
情
報
告

に
つ
い
て
は
こ
こ
に
収
録
し
、
日
本
お
よ
び
日
本

人
の
中
東
と
の
関
わ
り
が
分
か
る
よ
う
に
し
た
。

収
集
し
た
文
献
デ
ー
タ
は
二
万
件
を
越
え
た
が
、

以
上
の
よ
う
な
方
針
で
整
理
を
行
い
、
約
一
万
五

○
○
○
件
の
著
作
（
論
文
、
単
行
書
な
ど
）
を
、

一
四
の
大
分
野
と
五
三
の
小
分
野
に
わ
け
て
収
録

し
た
。

文
献
の
編
纂
作
業
で
難
し
か
っ
た
こ
と
は
、
第

一
に
、
採
否
の
判
断
で
あ
る
。
収
録
対
象
は
「
地

域
は
中
東
、
時
代
は
イ
ス
ラ
ー
ム
以
降
」
と
定
め

た
が
、
地
理
的
範
囲
は
歴
史
的
に
伸
縮
す
る
た
め
、

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を
設
け
ざ
る
を
え
な
い
。
具
体
的

に
は
、
歴
史
的
に
深
い
関
連
を
も
つ
バ
ル
カ
ン
、

コ
ー
カ
サ
ス
、
ア
ン
ダ
ル
ス
は
対
象
に
含
め
る
こ

と
と
し
た
。
ま
た
国
際
政
治
や
国
際
経
済
な
ど
の

分
野
で
は
、
論
考
の
一
部
で
「
中
東
＆
イ
ス
ラ
ー

ム
」
が
扱
わ
れ
る
文
献
も
多
い
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
一
律
の
基
準
は
定
め
が
た
く
、
叙
述
の
「
質
と

量
」
で
中
東
に
過
半
の
ウ
エ
イ
ト
が
あ
る
か
ど
う

か
を
基
準
と
し
、
同
時
に
文
献
の
総
数
が
少
な
い

分
野
（
科
学
・
技
術
、
社
会
学
な
ど
）
で
は
緩
や

か
な
基
準
で
採
択
し
た
。

第
二
に
は
、
著
者
名
の
確
認
で
、
日
本
語
の
文

献
で
は
、
著
者
名
の
読
み
や
外
国
人
著
作
者
の
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
や
姓
名
の
区
別
を
つ
け
る
こ

と
が
必
ず
し
も
慣
行
と
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
が
確
定
し
な
い
こ
と
に
は
、
著
者
名
の
同

定
や
配
列
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
や
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書

館
な
ど
の
所
蔵
機
関
は
、
現
物
確
認
の
た
め
の
便

宜
を
は
か
っ
て
く
だ
さ
り
、
研
究
者
も
さ
ま
ざ
ま

な
照
会
に
快
く
協
力
を
し
て
く
れ
た
。
日
本
で
初

め
て
の
「
総
合
文
献
目
録
」
を
作
る
と
い
う
こ
と

作
る
と
い
う
こ
と

と
い
う
こ
と

で
、
学
界
全
体
の
応
援
を
う
け
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
。

●
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開

刊
行
後
は
、
ユ
ネ
ス
コ
・
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て

一
九
八
九
年
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
文
献
の
補
遺
をを

追
加
し
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
公
開
が
行
わ
れ
た
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
公
開
が
行
わ
れ
た
。

収
録
文
献
数
は
、
二
○
○
一
年
ま
で
で
二
万
五
○

○
○
件
を
越
え
た
。
し
か
し
ユ
ネ
ス
コ
・
セ
ン
タ

ー
は
、
そ
の
運
営
資
金
を
提
供
し
て
い
た
文
部
科

学
省
の
方
針
に
よ
り
二
○
○
三
年
三
月
を
も
っ
て

閉
鎖
と
な
り
、
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
過
去
の
遺

産
に
な
り
か
か
っ
た
。

そ
の
事
業
を
引
き
継
い
だ
の
が
、
日
本
中
東
学

会
で
あ
る
。
日
本
中
東
学
会
は
、
科
学
研
究
費
補

日
本
中
東
学
会
は
、
科
学
研
究
費
補

中
東
学
会
は
、
科
学
研
究
費
補

助
金
（
研
究
成
果
公
開
促
進
費
）
を
申
請
し
、
二

○
○
三
〜
○
四
年
度
と
○
六
年
度
の
三
度
に
わ
た

六
年
度
の
三
度
に
わ
た

年
度
の
三
度
に
わ
た

三
度
に
わ
た

に
わ
た

っ
て
採
択
さ
れ
、
文
献
目
録
の
補
遺
を
編
集
す
る

と
と
も
に
、
同
学
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
日
本
に
お
け
る
中
東
研

究
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
一
九
八
九
〜
二
○
○
七
」

と
名
付
け
、
イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
の
中
東
に
関
わ
る

も
の
も
含
め
て
、
文
献
デ
ー
タ
の
収
集
を
行
っ
て

い
る
。
二
○
○
七
年
末
の
時
点
で
約
一
万
四
○
○

○
件
の
文
献
を
収
録
・
公
開
し
、
毎
月
平
均
一
○

○
件
の
デ
ー
タ
を
追
加
し
て
い
る
。

編
集
に
は
、
三
通
り
の
情
報
源
を
用
い
て
い
る
。

第
一
は
、
学
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
学
会
会
員
等
に

よ
る
「
新
規
業
績
」（
過
去
一
年
を
対
象
）
の
登

録
欄
を
設
け
、
新
規
文
献
情
報
を
毎
週
更
新
し
て

い
る
。
二
○
○
七
年
の
毎
週
の
掲
載
数
は
平
均
一

毎
週
の
掲
載
数
は
平
均
一

の
掲
載
数
は
平
均
一

五
件
程
度
で
あ
る
。
第
二
は
、
二
○
○
三
〜
○
四

年
度
に
日
本
中
東
学
会
お
よ
び
日
本
イ
ス
ラ
ム
協

会
、
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
の
会
員
を
対
象
に
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
こ
で
は
、

学
会
の
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
編
集
室
で
把
握
し
て

い
る
文
献
デ
ー
タ
を
照
会
し
、
こ
れ
を
修
正
・
追

加
す
る
形
で
情
報
を
収
集
し
た
。
第
三
は
、
独
自

に
図
書
館
な
ど
で
調
査
し
た
文
献
情
報
で
あ
る
。

学
会
の
編
集
に
移
っ
て
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
た

こ
と
は
、
著
者
自
身
が
文
献
を
自
分
で
申
請
・
登

録
す
る
方
式
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
が
収
集
で
き

る
反
面
、
自
己
申
告
ゆ
え
に
ど
の
よ
う
な
文
献
を

登
録
す
る
か
と
い
う
基
準
を
定
め
る
こ
と
は
で
き

定
め
る
こ
と
は
で
き

こ
と
は
で
き

ず
、
情
報
提
供
者
に
よ
っ
て
、
情
報
の
質
に
粗
密

が
生
じ
て
く
る
。

二
○
○
七
年
度
以
降
は
、
人
間
文
化
研
究
機
構

で
開
始
さ
れ
た
「
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
」
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
東
洋
文
庫
拠
点
と
連
携
し
て
、
事
業
を

継
続
し
て
い
る
。
当
該
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ノ

ウ
ハ
ウ
と
情
報
収
集
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
日

本
中
東
学
会
が
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
編
集
し
、

こ
れ
を
、
日
本
中
東
学
会
お
よ
び
東
洋
文
庫
拠
点

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
双
方
で
公
開
す
る
と
い
う
形

で
あ
る
。
将
来
的
に
は
一
九
八
八
年
ま
で
の
本
体

デ
ー
タ
べ
ー
ス
と
一
九
八
九
年
以
降
の
補
遺
デ
ー
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タ
ベ
ー
ス
の
統
合
が
課
題
と
な
る
が
、
そ
れ
に
む

け
て
、
こ
の
よ
う
な
連
携
の
形
を
と
っ
て
い
る
。

●
文
献
目
録
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
効
用

文
献
目
録
あ
る
い
は
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
用

途
は
文
献
の
検
索
で
あ
り
、
検
索
能
力
が
生
命
を

決
す
る
。

一
九
九
一
年
の
冊
子
体
目
録
刊
行
の
反
響
は
大

き
く
、
初
刷
の
一
○
○
○
部
は
二
カ
月
程
度
で
在

庫
が
無
く
な
り
、
誤
植
な
ど
の
修
正
を
し
た
二
刷

が
刊
行
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
分
厚
い
冊
子
体
で

の
利
用
は
、
普
及
の
面
で
は
限
界
が
あ
り
、
ま
た
、

用
語
索
引
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
検
索
に

は
多
少
の
労
力
と
困
難
が
伴
っ
た
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
利
用
者
は
、
任
意
に
検

索
ワ
ー
ド
を
定
め
て
検
索
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
学
部
学
生
な
ど
の
初
級
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

、
学
部
学
生
な
ど
の
初
級
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

学
部
学
生
な
ど
の
初
級
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
や
教
員
、
あ
る
い
は
中
東
を
専
門
に
し
な
い

研
究
者
が
、
関
連
の
文
献
を
拾
い
だ
す
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
点
で
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
価
値

は
極
め
て
高
く
、
中
東
研
究
の
す
そ
野
を
広
げ
る

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
実
際
に
、
日
本
中
東
学

会
サ
イ
ト
の
ア
ク
セ
ス
数
は
月
一
○
○
○
回
と
い

う
高
い
頻
度
を
示
し
て
い
る
。

便
利
な
反
面
、
過
信
の
危
険
も
あ
る
。
冊
子
体

に
せ
よ
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
せ
よ
、
完
全

に
網
羅
的
な
文
献
目
録
は
存
在
し
え
な
い
。
ま
た
、

検
索
の
方
法
に
も
制
約
さ
れ
る
。
当
該
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
で
は
、
文
献
情
報
（
著
者
名
、
標
題
、
掲
載

誌
・
掲
載
書
書
名
、
出
版
元
、
出
版
地
な
ど
）
と

地
域
・
分
野
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
索
対
象
と
し
て

設
定
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
東
洋
文
庫
の
本
体

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
で
は
、「
カ
イ
ロ
」
と
い

う
語
で
検
索
す
る
と
同
音
の
語
（
た
と
え
ば
「
回

路
」）
が
文
献
情
報
の
い
ず
れ
か
に
含
ま
れ
る
と

検
索
さ
れ
て
し
ま
う
（
な
お
、
日
本
中
東
学
会
の

補
遺
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
文
献
情
報
の
検
索
上
の

区
分
を
設
け
、
よ
り
確
実
な
検
索
が
で
き
る
）。

逆
に
、
標
題
等
に
利
用
者
が
設
定
し
た
検
索
語
が

含
ま
れ
な
け
れ
ば
、
該
当
す
る
文
献
で
あ
っ
て
も

検
索
の
網
に
か
か
ら
ず
落
ち
て
し
ま
う
。
文
献
目

録
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
で

あ
り
、
こ
れ
を
過
信
し
検
索
で
ヒ
ッ
ト
し
な
い
か

ら
研
究
が
な
い
、
と
思
い
こ
む
と
大
き
な
間
違
い

を
犯
す
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
文
献
目
録
を
使
っ
た
、
日
本
と
中
東
と

の
関
係
史
に
関
わ
る
研
究
が
現
れ
た
。
代
表
作
は
、

杉
田
英
明
氏
の
『
日
本
人
の
中
東
発
見
』（
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）
で
あ
る
。
ま
た
、

近
年
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
大
日
本
回
教
協
会

な
ど
の
資
料
の
発
掘
・
整
理
の
動
き
も
生
ま
れ
て

い
る
（
早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ム
文
庫
な
ど
）。

●
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
維
持
と
統
合

に
む
け
て

今
日
で
は
、
明
治
か
ら
現
在
ま
で
の
、
日
本
に

お
け
る
中
東
研
究
を
ほ
ぼ
網
羅
し
た
形
の
文
献
目

録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
て
、
研
究
や
教
育
を

行
う
環
境
が
で
き
て
い
る
。
こ
れ
は
他
の
分
野
で

は
類
が
な
い
こ
と
で
、
例
え
ば
、
東
南
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
と
い
っ
た
地
域
の

総
合
文
献
目
録
は
ま
だ
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
英
、
仏
、
独
、
北
米
な
ど
長
い
中
東
研
究
の

蓄
積
を
も
つ
諸
国
で
も
、
諸
分
野
を
包
含
し
た
総

合
的
な
地
域
研
究
の
文
献
目
録
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

は
編
纂
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
分
野
が
多

岐
に
わ
た
り
文
献
数
が
過
大
な
こ
と
が
障
碍
と
な

っ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
時
期
的
な
問
題
が
影
響
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
八
年
と
い
う
時
点
で
い

っ
た
ん
総
合
的
で
網
羅
的
な
文
献
目
録
を
編
纂
し

え
た
が
ゆ
え
に
、
そ
の
後
は
「
補
遺
」
と
い
う
形

で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

い
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

一
九
九
○
年
の
湾
岸
危
機
、
二
○
○
一
年
の
九
・

一
一
事
件
、
二
○
○
三
年
の
イ
ラ
ク
戦
争
と
い
う

国
際
的
な
事
件
と
と
も
に
、
研
究
文
献
数
は
一
九

八
○
年
代
前
半
の
年
六
○
○
件
か
ら
九
○
年
代
に

は
年
一
○
○
○
件
を
越
え
、
一
九
八
九
年
以
降
の

登
録
文
献
数
は
約
一
万
九
五
○
○
件
に
及
ん
で
い

る
（
表
１
参
照
）。
こ
れ
は
、
中
東
へ
の
関
心
の

高
ま
り
の
反
映
で
も
あ
り
、
ま
た
「
イ
ス
ラ
ー
ム

地
域
研
究
」
を
は
じ
め
と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
、
中
東
に
関
わ
る
研
究
者

や
学
生
の
数
も
倍
増
し
て
い
る
。
一
九
八
○
年
代

末
の
時
点
で
こ
の
よ
う
な
目
録
を
編
纂
す
る
こ
と

が
な
け
れ
ば
、
そ
の
後
の
文
献
数
の
急
激
な
増
加

に
追
い
つ
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ま

た
、
そ
の
時
期
に
パ
ソ
コ
ン
で
稼
働
で
き
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
が
開
発
さ
れ
、
こ
れ
を
駆
使
し

て
、
文
献
目
録
の
編
集
が
で
き
た
こ
と
も
大
き
い
。

さ
ら
に
一
九
九
○
年
代
に
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
公
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
も
追
い
風
と
な
っ
た
。
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私
た
ち
の
課
題
は
、
こ
の
よ
う
な
世
界
的
に
み

て
も
類
の
な
い
貴
重
な
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
維

持
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
中
東

研
究
の
よ
う
に
、
政
治
経
済
か
ら
文
化
ま
で
、
ま

た
多
言
語
多
地
域
に
広
が
る
研
究
領
域
の
文
献
目

広
が
る
研
究
領
域
の
文
献
目

研
究
領
域
の
文
献
目

録
を
、
単
一
の
機
関
の
力
で
編
纂
す
る
こ
と
は
将

来
的
に
も
困
難
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
日
常
的
に
研

究
者
自
身
が
自
分
の
業
績
を
管
理
し
登
録
す
る
こ

と
を
望
み
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
自
己
申
告
だ
け
で

は
網
羅
的
な
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
で
き
な
い
。

五
年
ぐ
ら
い
の
間
隔
で
一
斉
点
検
調
査
と
補
充
作

調
査
と
補
充
作

と
補
充
作

補
充
作作

業
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
き
の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
」
東
洋
文
庫

拠
点
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
史
資
料
学
の
開
拓
」
を
課

題
と
し
、
本
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
更
新
事
業
と

と
も
に
、
中
東
諸
語
の
現
地
語
資
料
の
書
誌
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
整
備
を
諸
機
関
と
の
連
携
の
も
と
に

進
め
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

研
究
の
ツ
ー
ル
の
基
盤
整
備
な
く
し
て
は
研
究

の
進
展
は
あ
り
え
な
い
。
ま
た
日
本
と
中
東
・
イ

ス
ラ
ー
ム
地
域
の
関
係
が
国
内
で
も
国
外
で
も
日

常
的
に
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
今
日
、
そ
の
理

解
を
広
げ
深
め
て
い
く
う
え
で
、
こ
の
文
献
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
役
割
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
文
献
の
存
在
を
確
認
す
る
だ
け
で
は
不
十

分
で
、
当
該
文
献
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
文
献
目
録
で
は
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
や
小
中
高
の
教
員
な
ど
対
象
を
広
く

対
象
を
広
く

想
定
し
て
編
集
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
般

の
図
書
館
で
は
学
術
雑
誌
や
研
究
書
を
閲
覧
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
は
じ
め
と

す
る
文
献
そ
の
も
の
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
公
開

を
、
併
行
し
て
構
想
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。（ 

み
う
ら　

と
お
る
／
お
茶
の
水
女
子
大
学
大

女
子
大
学
大

大
学
大大

学
院
人
間
文
化
創
成
科
学
研
究
科
教
授
・
副副

学
長
）

《
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①
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④
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。

［
付
記
］
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
ユ
ネ
ス

コ
・
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
日
本
中
東
学
会
に
お
い
て

約
二
○
年
に
わ
た
り
、
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
編

纂
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
後
藤
敦
子
氏
か
ら
、
情
報

て
い
る
後
藤
敦
子
氏
か
ら
、
情
報

後
藤
敦
子
氏
か
ら
、
情
報

提
供
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

年 文献数 年平均

文献目録（冊子体）

1868-1904
1905-1930
1931-1945

166
907

1,685

4.6
34.9
112.3

第二次世界大戦前 2,578

1945-1949
1950-1959
1960-1969
1970-1979
1980-1988

67
902
2,174
3,766
4,617

13.4
90.2
217.4
376.6
546.3

計 14,284

補遺データベース

1989-1998
1999-2007

11,743
7,674

1,174.3
852.7

計 19,417

表 1　年代別収録文献数（2007 年 12 月末現在）
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